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時代は動く、テクノロジーは進む、だからオフィスも自在に変わる。
近年のテクノロジーの急速な進化と広がりは、私たちの生活・仕事・娯楽を大きく変え
ました。いつでも、どこでも、コミュニケーションできる。コラボレーションできる。そう、
私たちの働く場所・時間および働き方もまた変化を遂げたのです。同時に経済のグロー
バル化がさらに進み、ビジネスには、継続性と迅速さ、革新的でありつつ確実に競争の
先頭に立つことが求められるようになったのです。

こうなると、従来のワークスペースが変化のペースについていけなくても不思議ではあ
りません。オフィスではいまだに融通のきかない固定型のレイアウトがほとんどです。し
かし変化のただ中にあるからこそ、新しい働き方のダイナミクスや組織間で働く人びと
の変化に応じる新たな柔軟性、自由さおよび可動性が求められています。つまり常に変
化する人びとの働き方に対応できる、自在に変化するオフィスが望まれるのです。

そこで生まれたのが「FE（Forward Elements）シリーズ」です。FEシリーズは、ヨーロッ
パで実現したアーキテクチャープロダクツ、「フォワード（Forward）」を核に家具とテク
ノロジーを融合したコレクション。自由度と可動性が高く、自在に変化するスペース創
りを可能にします。これにより、個人、チームおよび組織の変化するダイナミクスに対応
する、柔軟でありつつ統合されたワークプレイスを形成できます。

new times × new technologies ＝ forward-looking solutions


